
広めよう！
フェアトレード＆エシカル消費

１）世田谷おいしいもの巡りスマイルプロジェクト
２）世田谷フェアトレードチョコパッケージデザインコンテスト

世田谷エシカル消費・フェアトレード
推進プロジェクト



本プロジェクトの目的
消費者である区民と、エシカル消費の提供者である事業者に

実際に「エシカル」に触れる機会をつくり
世田谷にフェアトレードをはじめとしたエシカル消費を広める

区民（消費者）
事業者（提供者）

おいしいもの巡り

まちチョコプロジェクト

知る
買う
食べる

知る
原材料として使う

売る

機会 きっかけ



世田谷おいしいもの巡り スマイルプロジェクト

●企画趣旨
毎年５月第２土曜日（今年は５/１４）は、世界フェアトレード・デーに合わせ、“フェアト
レード”をもっと身近に感じてもらうため、世田谷区内のカフェや飲食店にご協力いただき、
フェアトレード食材を使ったスペシャルメニューをシールラリーでつなぐというイベント。

●開催期間
2022年5月14日(土)～5月31日(火)（18日、土日3回）
※店舗の都合により開催期間の変動あり

●参加店舗
20店舗 （前年度 +1店舗）

●シールラリーの参加方法
参加店舗でフェアトレードコラボメニューを購入しお店にあるシール台紙にシールを貼るこ
とで参加とみなす。

●景品の応募について
シール１つ…アンケートを記入して店舗で回収する。
シール2つ…フェアトレードタウン世田谷オリジナルステッカーをその場で配布し、

さらにアンケートを記入し店舗で回収する。

●景品について
抽選で５名様にフェアトレードスペシャル BOXをプレゼント
内容：フィリピンのジュースパックをアップサイクルしたブックカバー、エシカル雑貨、
FTTS オリジナルフェアトレードコーヒー、フェアトレード雑貨



開催結果
●参加店舗

20店舗 （前年度 +1店舗）

●参加者数 チラシ配布数 436枚、 ラリー台紙配布数310枚 応募者数 40人 当選者5名

●メディア掲載 区報、世田谷FM、ＪCOM、ウェブサイト（マイクラフトビール）

感想 世田谷にフェアトレードなお店が増えたら応援したいです。

言葉自体は知らなかったですが、前から不公平だなと思っていたので、こうゆう活動が
あることを知って嬉しかったです。応援してます。

参加されているお店が気になっていたところばかりだったので、行ってみたいと思いました。
SDGsなどよく耳にしますが、それに比べるとフェアトレードはあまり聞いたことがなく、まだ
まだ知らないことだらけなので、これから発信楽しみにしています。

ご意見
要望

フェアトレード祭り。フェアトレード食品を利用し屋台などで販売されるような企画がある
と、より多くの人の目につくのではないかと思いました。

対象の使った製品を作成できるワークショップがあると子どもの体験と学びになると思い
ました。



イベントチラシ(サイズ：A5）

表面・裏面 中面





参加店舗 提供メニュー（一例）

スパイス

砂糖
バナナ

チョコレート コーヒー



広報活動

クラフトビール
ポータルサイト

My CRAFT BEER

区報
区民のひろば

FM世田谷
世田谷情報セレクト

JCOM
ジモト応援！

東京つながるNews



フェアトレードスペシャル BOX
ジュースパックブックカバー（フィリピン）、ドリップコーヒー（東ティモールX世田谷）、

アニマルマグネット（ペルー）、ケニアの紅茶のパウンドケーキ（ケニア）、

世田谷和綿ダブルガーゼハンカチーフ（世田谷）



参加者アンケート結果（n=46)

フェアトレードという言葉 初めて聞いた 20％

フェアトレード産品の購入 今後は意識したい 85％

・世田谷にフェアトレードなお店が増えたら応援したい

・言葉自体は知らなかったが、前から不公平だと思って
いたので、このような活動があることを知って嬉しか
った。



参加店舗アンケート結果（n=12)

出展しての感想 良かった 33％ 普通 67％

参加者数 普通50％ やや少ない・少ない 50％

自身のフェアトレードへの関心 強まった50％

来年度も参加したい 75％ （ほか未記入）

・フェアトレードについてあまり考えたことのない方が意識した
り、触れる機会が増えるといいなと思います。

・期間が短かった



かまいキッチン＠下北沢振り返り・所感

運
用
面

・広大な世田谷エリアからまんべんなく参加店舗を集めるのは運用上困難なため、エリアを絞って実

施する事も検討したい。

・同時期に実施していた逗子のフェアトレードイベントの話も聞きたい。

・過去2年間団体の資金のみで運営していたものが助成金で賄える部分が増えて助かったが、2－4月

の準備期間、広報期間が協働事業の期間と外れてしまうため、参加店舗を増やすことは難しく、また、

持続可能なイベントとするには、今後も事業費についてさまざまな手立てを考えなければならない。

鉄道会社などの協賛なども視野に入れたい。

広
報
・
チ
ラ
シ

公式HPやSNS(Facebook・インスタグラム）など例年の広報から、J:COM、（５/４下北ボーナスト

ラック「ポートランド ピープルズマーケット」イベント、クラフトビールのポータルサイト「マイ

クラフトビール」取材、FM世田谷などに広まった。

沿線からの参加者も多かったため、鉄道各社（小田急、東急など）にも提案して広報に協力してもら
えるように働きかけたい。

対
店
舗

・オリジナルメニューの提案(コーヒーなどの既製品の販売のみはなしにしたい）

・店舗側のメリットの検討（仕入れルートの確保、継続出展、販売・広報あっせん）

・カフェテナンゴさん、ライオットビールさんとのタイアップでオリジナルコーヒーの製造・販売

(店内販売)を開始するなど、お店同士の繋がりが持てた。



2. 世田谷まちチョコ イラストコンテスト

区内全小学校にチラシを配布し、5－6年生対象にイラストを募集
5作品を入賞として、1月中旬発売のフェアトレードチョコレートのパッケージ
に印刷して、区内協力店舗で販売

イベント内容

フェアトレードのミニチョコの包装箱のイラス

トを、総合的な学習におけるSDGsの学習や消

費生活課による消費者教育の副教材の配布に合

わせた学年の小学生（5-6年生）から募集して

コンテストを行う。

パッケージには、サトウキビの搾りかす「ガバ

ス」が含まれる環境配慮紙を使用。事業者にお

けるフェアトレードの取り入れ方の参考例とし

て紹介する。



応募チラシ



応募作品（一部）



～10/15 団体メンバーによる1次審査 158 → 49作品

10/15-31 外部審査員による審査 49作品 → 5作品
・末吉里花さん（日本エシカル協会代表理事）
・本城晴美さん（イラストレーター）
・栗山和久さん（世田谷区商店街振興組合連合会青年部長）
・前田剛さん （メイド・イン・アース代表）

11月18日 入賞者発表（HPにて）
12月14日-1月25日 せたがや樫の木会 喜多見夢工房にて包装作業
２月１日 1次販売、商品贈呈
2月15日 区報に情報掲載
2月15日 2次販売開始



入賞作品決定



広報

9月～11月出前授業
世田谷区立玉堤小学校

10月22日
せたがや産業フェスタ
＠三軒茶屋ふれあい広場

1月末～2月15日
中央図書館特設スペース
2月15日
区報 せたがや2面に掲載

2月27日
ニューエナジ―
＠新宿住友ビル



販売

・お茶とおやつ ヨウケル舎（千歳船橋駅）
・かまいキッチン（下北沢駅）
・ふたこビール醸造所（二子玉川駅）
・ふたこビール瀬田醸造所（用賀駅）
・fetecafe（自由が丘）
・メイド・イン・アース(自由が丘)
・アトリエそら豆（祖師ヶ谷大蔵）

2月5日（日）10：00-13：00
祖師ヶ谷大蔵駅徒歩3分
アトリエそら豆 バレンタインマルシェ

2月26日（日）11：00-16：00
くらしの天然市場
トレインチ自由が丘
オーガニック&エシカル マルシェ



世田谷まちチョコイラストコンテスト
振り返り・所感

・区内小学校全校へのチラシ配布により、エシカル消費、フェアトレードの大切さについて広
範囲に広めることができた。

・担当課では、2月に開催されたエシカル消費の展示会「ニューエナジ―」の東京都ブースに
て区の事業として本事業をプレゼンテーションができた。都内自治体としては先進的な取り組
みとして提案できたと感じる。

・初企画ということもあり、各種選定（チョコ、梱包材、デザインなど）に時間がかかった。ロッ
ト数が少ないため輸入が不安定でチョコレートの種類が当初の計画から変更となった。今後
はそういった社会情勢も考慮して計画を進めたい。

・せたがや産業フェスタなどのイベント時に、本事業ではお知らせできることがないタイミングだっ
たため、以降は、こういったイベントの機会を進行の軸に据えて、より多くの区民に世田谷フェ
アトレードチョコを知ってもらえるような取り組みを行いたい。区のイベントを使った効果的な啓
発・広報に力を入れたい。

・子どものデザインした世田谷の風景が好評でプレゼントに購入する人が多かった。世田谷の
イメージアップにも寄与できたと思う。
・今後は、（区民アンケート）などを使い、フェアトレードの認知度の向上を確認していきた
い。両事業とも、世田谷のエシカル消費啓発活動の季節の風物詩として定着させたい。



世田谷エシカル消費・フェアトレード推進プロジェクト

全体を通しての振り返りと今後の課題

エシカル消費・フェアトレードの効果的な推進

・3年ぶりにせたがや産業フェスタに出店し、フェアトレード商品の販売を行ったところ、来場者のエ

シカル消費への意識の向上を感じた。（子どもが興味をもつことで、保護者もいっしょに立ち止まり

話を聞いてくださる）

（3年前は、スタンプラリーやクイズの景品といった部分が注目されていたが、今回はアトラクションなしで販売ができた）

・区内事業者との連携の可能性が強く感じられた。

・次年度以降は、産業フェスタでおいしいもの巡りの広報やコンテストの広報ができるようなスケジ

ューリングを考えたい。

・フェアトレードについて理解を深めた方が次の行動（継続的な行動）につながるよう、

区内の商店等へのはたらきかけについても考えていきたい。



世田谷エシカル消費・フェアトレード推進プロジェクト

今後の展望 加えたい視点 世田谷ｘ世界

世田谷区はエシカル消費の観点から見ると、農産物や商店街での地産地消、被災地支援、障害者福
祉事所による多彩な産品など、地域としてのエシカル消費度が大変高い街と言える。

地域で取り組まれているさまざまな事業に世界とつながるエシカル消費、フェアトレードの視点を加えて、

世界の中の世田谷として世田谷のエシカル度、SDGｓをさらに高めたいと感じた。

⇒さらにエシカル度を上げる取り組みとして推進したいこと
・地産地消の産物とフェアトレードの材料のさらなるコラボ（飲食店、食品販売店など）

・フェアトレード啓発に加え、世田谷のエシカルをPRする街歩きイベントとしての「おいしいもの巡り」

・行政や企業で日常的に取り扱っている輸入品（コーヒーや紅茶、菓子、調味料、綿製品）のを

フェアトレードに変更。

⇒ 例：ソウル、台湾、ヨーロッパ各国など 行政機関、企業はFtを積極的に取り入れている

⇒ メディア取材により世田谷のエシカルが全国に広まる

・教育との連携・・・世田谷エシカル消費プログラム （出前授業）

消費者ができるSDGsへの貢献としてエシカル消費＆フェアトレードを伝える

・大学・学生団体とのさらなる連携、フェアトレードカレッジの推進サポート




